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十
一
月 

別
名 

霜
月
（
し
も
つ
き
）
・
建
子
月
（
け

ん
し
げ
つ
）
・
仲
冬
（
ち
ゅ
う
と
う
） 

霜
が
降
り
る
月
、
霜
月
、
な
ん
と
も
素
直
な
命
名
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

『
十
月
の
花
』 

山
茶
花
、
石
蕗
（
つ
わ
ぶ
き
）
、
蝦
夷
竜
胆
（
え
ぞ
り
ん
ど
う
）
、
柊
（
ひ

い
ら
ぎ
）
、
菊
、
磯
菊
（
い
そ
ぎ
く
）
、
竜
脳
菊
（
り
ゅ
う
の
う
ぎ
く
）
、

背
高
泡
立
草
（
せ
い
だ
か
あ
わ
だ
ち
そ
う
） 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
蕗
（
つ
わ
ぶ
き
） 

 
 

  
 

 

          

『十
一
月
の
言
葉
』 

 

与
え
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
分
に
も
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

人
々
は
お
し
入
れ
、
ゆ
す
り
入
れ
、
あ
ふ
れ
出
る
ま
で
に
量
を
よ

く
し
て
、
あ
な
た
方
の
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

あ
な
た
方
の
量
る
そ
の
量
り
で
、
自
分
に
も
測
り
か
え
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
か
ら
。
（
ル
カ
伝
六
・
三
八
） 

 

慰
め
ら
れ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
慰
め
ら
れ
な
い
。
慰
め
ん
と
欲

す
る
も
の
の
み
慰
め
ら
れ
る
。
助
け
ら
れ
ん
と
欲
す
る
者
は
助

け
ら
れ
な
い
。
助
け
ん
と
欲
す
る
者
の
み
助
け
ら
る
。
教
え
ら

れ
ん
と
欲
す
る
者
は
教
え
ら
れ
な
い
。
教
え
ん
と
欲
す
る
者
の

み
教
え
ら
れ
る
。
主
の
言
い
た
ま
え
る
が
ご
と
し
。
す
な
わ
ち

「な
ん
じ
ら
、
人
に
与
え
よ
。
さ
ら
ば
な
ん
じ
も
与
え
ら
る
べ

し
・・・・・な
ん
じ
ら
が
人
の
量
る
と
こ
ろ
の
そ
の
量
器
（は
か

り
）を
も
て
、
な
ん
じ
ら
は
人
に
量
ら
る
べ
し
」と
。
自
己
の
弱

気
を
の
み
悲
し
み
、
自
己
の
不
足
を
の
み
、
か
こ
ち
、
自
己
の
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 痛
み
の
み
を
感
じ
て
、
た
だ
ひ
と
え
に
人
に
慰
め
ら
れ
ん

と
欲
し
、
助
け
ら
れ
ん
と
欲
し
、
導
か
れ
ん
と
欲
す
る
者

は
、
い
つ
ま
で
待
つ
も
、
慰
め
ら
れ
ず
、
助
け
ら
れ
ず
、
導

か
れ
な
い
の
で
あ
る
。
慰
め
ら
れ
ん
と
欲
す
る
か
、
自
ら
進

ん
で
、
自
己
よ
り
も
不
幸
な
る
人
を
慰
め
よ
。
助
け
ら
れ

ん
と
欲
す
る
か
、
自
己
よ
り
弱
き
人
を
助
け
よ
。
教
え
ら

れ
ん
と
欲
す
る
か
、
自
己
よ
り
も
愚
か
な
る
者
を
教
え

よ
。
ま
ず
与
う
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
得
る
能
わ
ず
。
人
を
量

る
そ
の
量
器
を
も
っ
て
量
ら
る
べ
し
。  

 
 
 
 

内
村
鑑
三
著
「
続
一
日
一
生
」十
月
二
十
日 

  

『
十
一
月
の
暦
』 

 
 

 

一 
 

日 

灯
台
記
念
日
、
計
量
記
念
日 

 
 

三 

日 

文
化
の
日
、
明
治
神
宮
例
祭
、 

 
 
 
 
 
 

映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
（
一
九
五
四
年
） 

 
 

七 

日 

立
冬 

 
 

八 

日 

世
界
都
市
計
画
の
日 

 
 

九 

日 

太
陽
暦
採
用
記
念
日 

 

十
一
日 

世
界
平
和
記
念
日 

 

 
 

十
五
日 

七
五
三
、
坂
本
龍
馬
暗
殺
（
一
八
六

七
年
） 

 
 

十
七
日 

将
棋
の
日 

 

二
十
一
日 

近
松
忌 

 

二
十
二
日 

小
雪 

 

二
十
三
日 

勤
労
感
謝
の
日
（
旧
新
嘗
祭
）
富
士
山

大
噴
火
（
一
七
〇
七
年
） 

 

二
十
五
日 

憂
国
忌 

昭
和
四
十
五
年
自
衛
隊 

東
部
方
面
総
監
部
に
乗
り
込
み
、
劇 

的
な
最
期
を
遂
げ
た
三
島
由
紀
夫
没 

 

二
十
八
日 

親
鸞
聖
人
忌 

 
 

 
 

 

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

    

お
知
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○ 

禁
煙
外
来 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

二
十
年
九
月
よ
り
再
開)

・大
腸
カ
メ

ラ
（現
在
は
休
止
）  

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
対
応 

四
月
以
降
も
継
続
中 

三
、
当
番
医
・十
二
月
十
二
日
（日
） 

九
時
か
ら
十
八
時
ま
で 

四
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
災
禍
の
た
め
、
発
熱
外
来
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
主
に
し
て
、
藤
岡
で
の
蔓
延
を
抑
え
終

息
に
導
け
る
よ
う
、
他
の
医
療
機
関
と
と
も
に
務
め
る

必
要
が
あ
り
、
外
来
予
約
制
は
一
時
休
止
い
た
し
ま

す
。
体
調
が
極
め
て
優
れ
な
い
方
は
直
接
窓
口
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

五
、
発
熱
外
来 

現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
分
け

て
（動
線
を
別
に
し
て
）診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
以

下
の
よ
う
に
診
療
し
ま
す
。   

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
い
た
だ 

 

き
、
医
院
の
案
内
に
沿
っ
て
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 
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発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

     

          

変
更
に
な
り
ま
す
！ 

☆
十
一
月
三
十
日
ま
で 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
約
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 

０
２
７
・２
２
６
・５
０
２
５ 

 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
  

０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

☆
十
二
月
一
日
か
ら 

 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

０
２
７
４
・４
０
・８
０
２
４ 

次
の
機
関
で
も
受
診
に
つ
い
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。 

   

 

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

        
 
 
 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 
 
 

七
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

☆ 

１
０
月
２
５
日
（月
）か
ら
受
付
開
始
、 

☆ 

１
１
月
０
１
日
（金
）か
ら
接
種
施
行
中 

 
 
 

八
、
第
３
回
目
の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
う
ワ
ク
チ
ン 

接
種
に
つ
い
て
は
情
報
が
入
り
次
第
広
報
い
た

し
ま
す
。
市
な
ど
の
広
報
を
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。 

 

予約受付時間 午前 午後 

月、火、水、金 8:30-12：00 17:00-18:00 

木、土 8：30-11：00 なし 

発熱外来 午 前 午 後 

月、火、水、金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木，土 11：00-13：00 なし 

群馬県受診・相談センター 

（２４時間対応） 

0570-082-820 

前橋市受診・相談センター 

（午前８時３０分～午後９時） 

027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6112 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

ぐんまコロナワクチンダイヤル（副反応など

の相談）無休、２４時間、２０か国語 

0570-783-910 

月 リウマチと免疫 

火 月経痛と出血量 

水 歯とジュースとおやつ 

木 採血なしで２４時間血糖測定 

金 毛染め 

土日 夜尿症って何歳から？ 

http://www.raijin.com/kenko/
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 感
性
を
は
ぐ
く
む 

 
 

日
野
原
重
明 

  

人
間
の
感
性
が
成
長
す
る
か
否
か
は
、
人
と
の
出

会
い
に
よ
る
。
出
会
い
は
、
私
た
ち
が
後
天
的
に
獲

得
す
る
財
産
で
あ
る
。
一
所
懸
命
に
働
け
ば
、
い
く

ば
く
か
の
財
は
築
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
人
と
の
出

会
い
か
ら
は
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
無
形
の
財
産
を
得

る
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

日
野
原
重
明
著
「
い
の
ち
の
言
葉
」 

 
                

  
    

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

秋
鶏
（ど
り
）が
み
て
ゐ
る
陶
（す
え
）の
玉
子
か
な 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

飯
田
蛇
笏 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
陶
の
卵
」
は
い
わ
ゆ
る
偽
卵
（
ぎ
ら
ん
）
の
こ
と
。
鶏 

 
 

卵
そ
っ
く
り
の
焼
き
物
で
、
昔
は
時
々
鶏
舎
な
ど
に 

置
か
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
土
地
に
よ
っ
て
置 

き
卵
と
か
種
卵
と
も
い
っ
た
。
鶏
の
産
卵
や
孵
化
の 

際
、
本
物
の
卵
を
取
り
あ
げ
て
も
、
こ
れ
と
す
り
か

え
て
お
く
こ
と
で
鶏
を
不
安
に
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
た
も
の
だ
と
い
う
。
蛇
笏
邸
の
庭
で
飼
っ
て
い
る

鶏
が
、
秋
の
日
を
浴
び
て
偽
の
卵
を
じ
っ
と
見
て
い

る
。
わ
け
も
な
く
お
か
し
い
。
「
あ
は
れ
」
も
あ
る
。 

 
        

大
岡 

信 

新
折
々
の
う
た
１ 

岩
波
新
書 

 

 
 
 

 
 

 

け
ん
こ
う 

（百
四
十
四
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（感
染
症
）（１
４
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
あ
と
少
し
で
２
年
に
な
り
ま
す
。 

    

こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
、
十
一
月
十
二

日
の
読
売
新
聞
で
、
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
国
際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長
、
大
曲
貴

夫
氏
が
記
事
を
寄
せ
て
い
た
の
で
箇
条
書
き

に
記
し
て
お
く
。
第
１
波
か
ら
第
５
波
ま
で

の
経
験
で
何
が
問
題
と
な
り
何
が
解
決
に
寄

与
し
た
か
、
第
６
波
の
起
き
る
可
能
性
が
高

い
中
で
国
と
し
て
の
対
応
は
何
を
焦
点
と
す

べ
き
か
に
つ
い
て
ま
と
め
て
あ
り
、
理
解
し

や
す
い
。 

 
 

１
．
流
行
は
２
０
２
０
年
１
月
に
始
ま
り
、

日
本
国
内
で
の
累
計
感
染
者
数
は 

１
７
０
万
人
、
死
亡
者
数
は
１
万
８
千
人

を
超
え
た
。 

２
．
こ
れ
ま
で
５
度
に
わ
た
る
感
染
拡
大 

の
波
を
経
験
し
た
。 

３
．
未
知
の
感
染
症
で
防
止
策
・
治
療
薬
も 

分
か
ら
な
か
っ
た
第
１
波
は
医
療
現
場
に

と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
時
期
で
あ
っ

た
。 

４
．
感
染
予
防
に
関
す
る
国
内
外
の
知
見
の

蓄
積
と
治
療
薬
の
増
加
で
対
応
の
仕
方
が

分
か
っ
て
き
た
が
、
第
３
波
で
痛
感
し
た

の
が
病
床
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
の
問
題
だ

っ
た
。
治
療
方
法
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
状
態
に
お
い
て
も
、
患
者
に
医
療
が
届

か
な
い
事
態
に
な
り
、
特
に
今
年
６
月
以

降
の
第
５
波
下
の
東
京
で
は
自
宅
療
養
中

に
亡
く
な
る
人
が
相
次
い
だ
。 

５
．
８
月
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
１
日
当
た
り

の
都
内
の
感
染
者
が
５
０
０
０
人
を
超

え
、
自
宅
療
養
者
は
最
大
時
で
２
万
五
千

人
、
入
院
先
な
ど
の
療
養
先
が
決
ま
ら
な

い
患
者
も
１
万
人
を
超
え
た
。
制
御
不
能

な
状
況
に
あ
り
、
災
害
レ
ベ
ル
で
感
染
が

猛
威
を
振
る
う
非
常
事
態
に
陥
っ
た
。
幸

い
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
上
昇
と
と

も
に
感
染
者
数
は
激
減
し
て
い
る
。 

６
．
一
方
、
病
床
数
の
逼
迫
で
他
疾
患
の
患

者
さ
ん
も
重
症
化
し
て
か
ら
病
院
に
運
ば

れ
て
来
た
た
め
、
治
療
期
間
が
長
く
な

り
、
さ
ら
に
新
た
な
患
者
の
受
け
入
れ
が
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困
難
と
な
る
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
。 

７
．
国
は
、
第
６
波
に
備
え
、
コ
ロ
ナ
病

床
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、

そ
れ
を
上
回
る
大
流
行
が
起
こ
れ
ば
非

常
事
態
に
陥
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

８
．
非
常
事
態
に
陥
る
前
に
感
染
拡
大
を

い
ち
早
く
抑
制
す
る
対
応
を
立
て
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

９
．
新
た
な
感
染
へ
の
対
応
と
と
も
に
重

要
な
の
が
、
倦
怠
感
、
味
覚
・
嗅
覚
異

常
な
ど
後
遺
症
の
問
題
で
あ
る
。
国
際

感
染
症
セ
ン
タ
ー
で
の
調
査
で
は
、
感

染
者
の
４
人
に
１
人
、
１
年
後
も
約
１

割
に
何
ら
か
の
後
遺
症
が
残
っ
て
い

た
。
後
遺
症
の
有
効
治
療
法
が
ま
だ
な

い
こ
と
も
考
え
て
、
感
染
し
な
い
こ
と

が
最
良
の
予
防
策
と
な
る
こ
と
を
再
確

認
す
べ
き
で
あ
る
。 

 
 
 
               

 

１ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

 
 

（死
亡
者
数
） 

（十
一
月
十
一
日
現
在
） 

   

１
か
月
前
か
ら
の
変
動
も
併
せ
て
示
す
。 

    

報
道
機
関
に
よ
り
数
字
の
異
動
あ
り
ま
す
。 

世
界   

２
億
３
７
５
７
万
８
１
６
２
人 

（
４
８
４
万
７
４
６
２
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
  

２
億
５
１
９
４
万
１
７
５
８
人 

（
５
０
７
万
９
９
９
０
人
） 

米
国 

 
 
 

４
４
２
９
万
０
０
９
３
人 

 
 
 
 
 
 
 

（
７
１
万
２
６
９
５
人
） 

 

 
 
 
↡ 

 
 
 
 
 
 
  

４
６
８
５
万
２
２
７
６
人 

（
７
５
万
９
６
７
６
人
） 

イ
ン
ド   
３
３
９
３
万
５
３
０
９
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
４
５
万
０
３
７
５
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

３
４
４
１
万
４
１
８
６
人 

（
４
６
２
，
６
９
０
人
） 

ブ
ラ
ジ
ル 

  

２
１
５
５
万
０
７
３
０
人 

         (

６
０
万
０
４
２
５
人) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↡ 

２
１
９
２
万
４
５
９
８
人 

 
 
 
 

（
６
１
万
０
２
２
４
人
） 

日 

本   
 

１
７
⒈
万
０
１
１
２
人 

 
 
 
 
 

（
１
万
７
９
３
０
人
） 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
⇞ 

           

１
７
２
万
４
７
９
０
人 

 
 
 
 
 
 

（
１
万
８
３
２
３
人
） 

 

東
京
都 

 

３
７
万
６
７
１
６
人
（
２
５
９
４
人
） 

⇓ 

 
 
 
 
  

 
 

３
８
万
１
９
０
０
人
（３
１
５
８
人
） 

 

大
阪
府 

 
 

１
８
万
５
２
９
０
人
（２
８
４
７
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 
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２
０
万
２
８
５
１
人 

（３
０
５
６
人
）  

埼
玉
県 

 

１
１
万
５
２
１
３
人
（
１
０
１
４
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

１
１
万
５
６
９
８
人
（
１
０
５
０
人
） 

群
馬
県 

 

１
万
６
６
４
５
人
（
１
７
３
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 

１
万
６
８
２
１
人
（
１
７
６
人
） 

 

前
橋
市    

２
４
５
１
人
（
２
７
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

          
 

２
４
５
６
人
（
２
９
人
） 

 

高
崎
市 

 
 
 

２
３
７
８
人
（
１
４
人
） 

                         
⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

 

２
３
８
４
人
（
１
４
人
） 

藤
岡
市 

 
 
 
   

３
４
４
人 

 ⇓ 

             
 

３
４
４
人 

伊
勢
崎
市 

  

３
０
５
０
人
（１
７
人
） 

 
 
 
 
 
    

     ⇓ 

 

３
０
８
７
人
（１
７
人
） 

太
田
市 
 
 

２
９
３
６
人
（
？
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

２
９
８
６
人
（
１
人
） 

２
．
個
人
で
や
る
予
防 

個
人
が
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を
基
本 

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
の 

問
題
と
し
て
対
応
を
と
る
こ
と 

≪

お
問
い
合
わ
せ
先
（個
別
・集
団
接
種
と
も
）》 

Ａ  

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 

新
型
コ
ロ 

 
 

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ: 

０
２
７
・４
２
２
・１
２
１
１(

代
表) 

Ｂ 

藤
岡
市
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー             

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
２
７
・２
１
２
・０
２
６
６ 

Ｃ 
副
反
応
な
ど
ワ
ク
チ
ン
の
専
門
的
な
相
談
先 

 
 
 
 

ぐ
ん
ま
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
・７
８
３
・９
１
０ 

土
日
・祝
日
を
含
め
２
４
時
間
、
２
０
か
国
語
で
対
応 

Ｄ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
１
０
月
で
終
了
し
ま

し
た
。
１
１
月
８
日
以
降
に
接
種
を
希
望
の
方
は

く
す
の
木
病
院
、
篠
塚
病
院
、
光
病
院
、
鬼
石
病

院
そ
の
他
で
（広
報
ふ
じ
お
か
１
１
月
２
日
号 

２
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

３
．
早
期
治
療
に
関
し
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
か
調
べ
て

ほ
し
い
時 

① 

発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ

け
医
等
の
身
近
な
医
療
機
関
に
直
接
、
電
話
相
談

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

② 

診
察
を
し
た
医
師
に
よ
っ
て
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
と

判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

③ 

ま
た
、
相
談
す
る
医
療
機
関
に
迷
う
場
合
に
は
、

「受
診
・相
談
セ
ン
タ
ー
」に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

（本
誌
、
２
ペ
ー
ジ
の
「お
知
ら
せ
」の
五
を
参
照
） 

４
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状 

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診
で 

 

 
 

は
内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策
に
沿
っ
て
対 

 
 

応
し
て
い
る
。 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い
対
策 

 

例 
 ① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 

診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の 

 
 

診
療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処 

   

方
箋
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り 

   

つ
け
の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診 
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察
・
処
方
箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

夏
期
テ
ン
ト
の
用
意 

④ 
軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、 

 

２
日
間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な 

 

い
、
ま
た
は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で 

 

あ
れ
ば
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、 

 
 

指
示
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 

可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
く 

 

だ
さ
い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関 

 

扉
の
左
側
手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン 

 

を
ご
利
用
い
た
だ
き
指
示
を
お
待
ち
下 

 

さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

５
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に 

 
 
 

つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・
味
覚
障

害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
れ
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(
前
記
、
２
ペ
ー
ジ
、
五
参
照) 

６
． 
医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は
院

外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状
の

あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇 

院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。 

〇 

携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に
あ
る

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
ほ

か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く
し
ゃ
み

を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ

チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
る
こ
と
）

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

７
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

 
 
 

１
０
月
２
５
日
（月
）
か
ら
予
約
開
始
、 

接
種
は
十
一
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す 
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 院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
九
十
） 

 
 

 
   

高
窓
二
題 

 

 

  
 

弥
三
郎
婆
さ 

◇
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
で
意
気
地
な
く
泣
い
て
い
る

と
、 

 

「弥
三
郎
婆
（
ば
）あ
さ
が
、
攫
（さ
ら
）っ
て
い

く
ぞ
」 

と
、
母
は
脅
し
た
。
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い

が
す
ご
く
怖
そ
う
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、 

 

「弥
三
郎
婆
さ
が
窓
か
ら
入
っ
て
き
て
、
攫
っ
て

行
っ
て
、
食
っ
ち
ま
う
ぞ
・
・・
」 

 

と
言
わ
れ
た
。
攫
っ
て
逃
げ
て
い
く
出
入
口
の

決
め
ら
れ
る
と
、
現
実
味
を
帯
び
た
話
に
な

り
、
さ
ら
に
怖
さ
が
増
し
た
。 

◆
雪
国
の
古
い
作
り
の
農
家
で
は
、
一
階
建
て
の

天
井
が
高
く
、
障
子
の
引
き
戸
の
さ
ら
に
５
０

—

６
０
セ
ン
チ
上
方
に
も
う
一
段
窓
が
作
ら
れ 

て
い
た
。
積
雪
時
の
明
り
採
り
に
使
わ
れ
た

り
、
時
に
は
、
排
煙
口
の
役
割
も
し
て
い
た
。 

六
尺
棒
と
い
う
太
さ
一
寸
（約
三
セ
ン
チ
）真
四

角
で
、
長
さ
百
八
十
セ
ン
チ
の
棒
が
置
い
て
あ

り
そ
れ
を
使
っ
て
、
下
か
ら
窓
を
押
し
開
け
た

り
、
閉
め
た
り
す
る
と
き
利
用
し
て
い
た
が
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
開
閉
す
る
所
で
は
な
い
か
ら
滑

り
が
悪
く
な
っ
て
い
て
、
父
や
兄
が
上
手
に
操

っ
て
開
け
閉
て
を
し
て
い
た
。
下
の
障
子
は
外

側
に
も
う
一
枚
板
戸
が
あ
る
が
、
高
窓
に
は
そ

れ
が
な
い
の
で
台
風
が
来
る
と
き
に
は
家
の
外

庭
か
ら
高
窓
の
下
方
に
あ
る
小
屋
根
に
梯
子

を
立
て
か
け
、
父
が
窓
の
外
側
に
板
を
金
槌
で

打
ち
付
け
た
。
台
風
で
窓
が
破
ら
れ
て
し
ま
っ

た
ら
、
風
が
吹
き
込
み
屋
根
が
下
か
ら
持
ち
上

げ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
う

か
ら
と
聞
い
た
。 

◇
準
備
が
遅
れ
暴
風
が
来
て
か
ら
仕
事
を
始
め

て
屋
根
か
ら
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
と
い
う
村
人
の

は
な
し
も
あ
っ
た
。 

窓
に
使
わ
れ
て
い
る
曇
り
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う

に
、
普
段
は
見
な
い
人
影
が
映
り
、
普
段
は
聞

こ
え
な
い
上
方
か
ら
槌
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る

違
和
感
に
家
内
に
は
緊
張
感
が
増
し
て
来
る
。 

◆
普
段
は
一
緒
に
行
動
し
な
い
父
の
義
母
も
や
っ

て
き
て
家
族
み
ん
な
で
茶
の
間
に
集
ま
っ
て
固

ま
っ
て
い
た
。
そ
の
時
の
連
帯
感
が
私
に
は
快

く
、
そ
れ
で
は
し
ゃ
ぎ
だ
す
と 

「
お
き
ょ
う
す
き
！
」 

と
、
母
や
兄
姉
か
ら
叱
ら
れ
た
。 

「
お
奇
様
好
き
」
＝
普
段
と
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ

る
こ
と
を
喜
ぶ
、
の
意
味
か
、
あ
ま
り
他
で
は

聞
か
な
い
「
方
言
」
で
あ
っ
た
。 

◇
弥
三
郎
婆
さ
の
伝
説
は
、
新
潟
県
弥
彦
の 

伝
説
で
、
息
子
夫
婦
が
仕
事
に
出
か
け
、
孫
の

お
守
り
を
し
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
が
、
あ
ま
り

の
孫
の
可
愛
さ
に
頬
に
か
み
つ
い
て
食
べ
て
し

ま
い
、
驚
い
て
子
供
を
抱
え
た
ま
ま
高
窓
か
ら

逃
げ
出
し
、
弥
彦
神
社
の
杉
の
木
に
住
み
着
い

た
と
い
う
話
で
あ
り
、
全
国
各
地
で
い
ろ
い
ろ

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
加
わ
り
、
「
泣
く
子
」
を

諫
め
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 



9 

 ◆
「弥
三
郎
」
は
青
森
で
は
「弥
三
郎
節
」
と
い

う
超
一
級
の
嫁
い
び
り
の
唄
が
有
名
だ
が
、

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
私
の
イ
メ
ー
ジ
の
中

で
は
好
き
に
な
れ
な
い
名
前
の
一
番
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
予
備
校
で
国
語
を
教
え
た

先
生
が
、
慶
応
大
学
文
学
部
教
授
池
田
弥

三
郎
先
生
の
話
に
及
ん
だ
と
き
、
池
田
先
生

が
学
生
時
代
に
「源
氏
物
語
」の
論
文
を
書

き
、
提
出
の
日
、
下
宿
に
後
輩
を
集
め
、
な

ん
と
、
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
論
文
を
提
出
し

た
と
い
う
話
を
聞
い
て
「
な
ん
と
す
ご
い
人

が
い
る
も
の
だ
」と
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

以
来
「弥
三
郎
」の
名
は
私
の
中
で
名
誉
挽

回
、
復
権
し
た
。 

◇
鬼
女
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
弥
三
郎
婆
さ
に
つ

い
て
も
、
愛
情
が
過
ぎ
た
話
と
も
聞
こ
え

て
、
婆
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
一
面
、

気
の
毒
に
思
わ
れ
て
晴
れ
晴
れ
と
し
な
か
っ

た
が
、
同
じ
思
い
が
そ
の
時
代
の
人
に
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
、
婆
様
は
神
様
に
諭
さ
れ
改

心
し
て
天
女
と
し
て
祀
ら
れ
た
と
い
う
後

日
談
も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
ホ

ッ
と
し
た
。 

 

妙
多
羅
天
女
像 

個
人
蔵 

 
 

妙
多
羅
天
女
像 

宝
光
院
蔵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
新
潟
文
化
物
語
、
新
潟
の
奇
談
」
よ
り 

  
 

 

蝙
蝠
（
こ
う
も
り
） 

◆
私
が
小
学
低
学
年
の
こ
ろ
、
食
事
と
い
う
と
家

族
一
人
一
人
が
箱
膳
を
持
ち
よ
っ
て
四
角
に

並
べ
、
父
親
を
正
面
に
、
向
っ
て
右
側
に
母
、
姉

な
ど
女
性
が
座
り
、
ご
飯
や
味
噌
汁
、
煮
物
の

盛
り
付
け
を
し
て
各
々
の
席
に
配
っ
た
。
左
は

祖
母
、
次
い
で
男
性
が
長
男
か
ら
順
に
並
び
、

末
っ
子
は
上
座
の
列
の
一
番
端
か
、
ま
た
は
丁

度
、
父
の
正
面
に
当
た
る
位
置
に
座
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

◇
箱
膳
の
中
に
は
ご
飯
茶
碗
、
汁
茶
碗
、
お
箸
一

膳
、
が
入
れ
て
あ
り
、
蓋
は
裏
返
す
と
個
人
用

の
飯
台
と
な
っ
た
。
食
事
が
終
わ
る
と
そ
れ
ぞ

れ
が
湯
水
を
飲
ん
で
そ
の
ま
ま
箱
の
中
に
並
べ

て
戸
棚
に
戻
し
た
。 

◇
夕
飯
を
食
べ
て
い
る
と
、
サ
ッ
と
目
の
前
を
黒

い
影
が
横
切
っ
た
。 

 

「あ
、
蝙
蝠
だ
」 

 

こ
ん
な
こ
と
が
数
回
あ
っ
た
。
今
ど
き
夕
方
見

る
、
空
を
せ
わ
し
く
飛
び
回
っ
て
い
る
種
類
よ

り
も
数
倍
大
き
な
も
の
で
、
両
手
を
拡
げ
る
と

５
０
セ
ン
チ
以
上
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
飛
翔
体

が
天
井
す
れ
す
れ
に
飛
ん
で
、
天
井
が
高
い
茶

の
間
に
方
に
逃
げ
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。 

◆
こ
ん
な
時
に
た
ま
た
ま
高
窓
が
開
い
て
い
れ
ば

コ
ウ
モ
リ
は
そ
こ
か
ら
外
へ
逃
げ
て
い
く
の
だ

が
、
閉
じ
て
い
る
こ
と
が
常
の
窓
だ
か
ら
、
こ
の

日
も
出
ら
れ
ず
焦
っ
て
飛
び
回
っ
て
い
た
。 

◇
高
校
を
出
て
も
女
性
が
ゆ
え
に
上
の
学
校
に

行
け
な
か
っ
た
長
姉
が
家
に
い
た
こ
ろ
で
、
母

と
一
緒
に
家
事
一
般
を
行
い
、
父
と
は
外
の
仕

事
、
と
り
わ
け
、
山
で
の
木
の
伐
採
か
ら
芝
刈
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り
を
し
て
、
男
子
の
よ
う
に
活
躍
し
て
く
れ

て
い
た
。 

◆
姉
は
こ
の
時
立
ち
上
が
る
と
六
尺
棒
を
持

ち
出
し
て
高
窓
の
ほ
う
に
歩
い
て
行
っ
た
。

窓
を
開
け
て
蝙
蝠
を
逃
が
し
て
や
る
の
か

と
み
ん
な
が
思
っ
て
い
た
ら 

 

「グ
ツ
ン
」 

と
棒
を
板
に
突
い
た
音
が
し
て
、
続
い
て
キ

ー
キ
ー
と
鳴
く
コ
ウ
モ
リ
の
声
が
聞
こ
え
て

き
た
。
そ
の
ま
ま
摑
ん
で
前
の
川
ま
で
歩
い

て
い
き
、
捨
て
て
き
た
。 

 
 [

キ
ー
キ
ー
と
鳴
い
て
流
れ
て
い
っ
た]

 

 

「・・・・・・
」 

 
 

男
が
４
人
い
た
が
誰
も
立
た
な
か
っ
た
。 

◆
こ
の
姉
は
、
祖
父
が
目
を
か
け
て
か
わ
い
が

っ
た
。
男
勝
り
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
筋
の
通

ら
ぬ
こ
と
を
言
う
人
を
極
端
に
嫌
っ
た
。
父

も
母
も
一
目
置
い
て
家
の
中
で
の
重
大
事
の

決
定
に
は
姉
に
相
談
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。 

◇
こ
ん
な
強
か
っ
た
姉
が
、
嫁
い
で
か
ら
の
人

生
で
は
実
に
弱
弱
し
か
っ
た
。
そ
れ
は
長
い

間
、
疑
問
で
あ
っ
た
。
し
か
し
姉
の
弱
さ
は

理
不
尽
を
攻
撃
す
る
弱
さ
で
、
理
不
尽
に

耐
え
る
強
さ
は
強
靭
で
あ
り
過
ぎ
た
。
そ
ん

な
境
遇
に
、
私
が
疑
問
を
呈
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。 

お
前
に
分
か
る
こ
と
か
と
軽
く
あ
し
ら
わ
れ

た
。 

◆
亡
く
な
る
３
日
前
に
雪
の
金
沢
を
訪
れ
た
。 

 

『病
室
が
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
移
さ
れ
た

か
ら
、
も
う
私
も
長
く
は
な
い
の
だ
ろ
う
な
』

と
い
っ
た
。
意
味
の
分
か
ら
ぬ
小
さ
な
点
滴
瓶

が
頭
上
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。 

 

『お
ま
え
の
言
う
方
が
正
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
な
あ
・・・』 

 

と
、
返
事
を
求
め
る
で
も
な
く
姉
が
ぽ
つ
ん
と

言
っ
た
。 

◇
帰
ろ
う
と
し
て
私
が
病
室
の
ド
ア
を
閉
め
な
が

ら
ベ
ッ
ド
の
上
の
姉
を
見
た
。
姉
は
顔
を
上
げ

て
見
送
ら
ず
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
背
中
を
丸
く
し

て
虫
眼
鏡
で
数
日
前
の
新
聞
を
読
ん
で
い
た
。

私
た
ち
の
訪
問
で
さ
っ
き
中
断
し
た
新
聞
の
続

き
で
あ
る
。
こ
れ
が
姉
と
の
最
後
と
な
ろ
う
と

も
ど
う
仕
様
も
で
き
な
い
。
こ
れ
が
最
後
と
分

か
っ
て
い
て
も
、
さ
り
と
て
何
か
や
っ
て
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
と
悟
る
そ
ん
な
瞬
間
が
人
生

に
は
あ
る
の
だ
。 

ド
ア
を
閉
め
た
。  

◇
３
日
後
、
金
沢
に
住
む
甥
か
ら 
姉
の
急
死
が

伝
え
ら
れ
た
。 

 
 

食
道
が
ん
が
破
裂
し
た
の
だ
か
ら
ど
ん
な
に
か

苦
し
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
、
し
か
し
そ
れ
も
医

者
が
や
っ
て
き
て
点
滴
を
落
と
せ
ば
痛
み
も
意

識
も
こ
の
世
の
こ
と
も
、
み
ん
な
無
く
な
る
。

こ
の
姉
に
、
そ
れ
ま
で
の
こ
と
、
生
ま
れ
て
き
た

こ
と
を
感
謝
し
て
去
っ
て
行
っ
て
く
れ
、
と
は

と
て
も
言
え
な
い
、
で
も
最
後
に
ひ
と
こ
と
、

そ
う
言
っ
て
ほ
し
か
っ
た
、
そ
の
う
え
で
こ
の
生

の
世
界
か
ら
去
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
。
あ
ち
ら
の

鉱
物
の
世
界
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
ん
な

交
流
も
未
来
永
劫
で
き
な
く
な
る
か
ら
。 

  

帰
省
し
た
折
、
高
窓
を
見
る
。
数
年
前
に
サ
ッ

シ
に
取
り
換
え
た
が
こ
れ
が
伝
え
る
時
代
時
代

の
記
憶
は
私
の
頭
の
中
に
は
っ
き
り
よ
み
が
え 

っ
て
く
る
。 

 
 

 
 

 
 

 


